


































































































































3. 2. 2. 人とかかわる活動 relation 
実践②の「きしゅうくんの家」の人と出会ったと
きには，きしゅうくんの家についての話から，その人























































3. 2. 4. 異質性を認め合う respect 
実践①では，地域の方々からペタンクを教えてもら
ったり，四葉のクローバーの見つけ方を教えてもらっ
たりした。（図4)このように，人と繋がる (relation)
ことで，相手を尊ぶことができた。
また，発表を通して，「さきちゃんの紙芝居分かり
やすかったね」「たかしくんの劇，分かりやすくておも
しろいね」など，友だちの作った表現物の工夫や方法
を認め合ったり，もっとこうしたらいいよと高め合っ
たりすることで， respectすることに繋がった。
図4 地域の人から教えてもらう姿
4. 単元の考察
リアルな体験を通して，子どもたちは意欲的に学習
に取り組むことができにまた，その中で，人との交
流を通して，人とかかわることの楽しさや，人から聞
いて知ることのよろこびに気付いた。実践①では，ペ
タンクを調べたけいたが， 「ペタンクの人たちにペタン
クのやりかたをわかりやすくおしえてもらってやりか
たがわかりました。ぼくは，大人になってペタンクを
したいなと思いました」と振り返った。 このように，
人とのかかわりから，相手への憧れ (respect)をもっ
ことができたのではないかと考える。
また，表現活動をしていく中で，友だちに伝えるこ
との楽しさや難しさを知ることができた。表現してい
るときの子どもたちの工夫は面白く，実践②では，き
しゅうくんのキャラクターチームがきしゅうくんの家
チームの劇を見て，その表現の楽しさに惹かれ，劇を
取り入れるなど，楽しさを感じていた。しかし，分か
りやすい発表にするために，「『あったかみつけ』が伝
わる発表になっているか，確かめよう」 というねらい
で，交流の時間をとったが，伝える側は， 自分の作っ
た表現に対する自信があり，聞く側は，自分の表現に
生かしたいという思いが強く，伝える側 ・問く側の視
点にズレが生じた。そのために，授業のねらいから外
れたところに子どもたちの視点がうつつてしまう とい
う場面もあった。子どもたちの表現は，自分本位なも
のになりがちであるため，先生の適切な手立てが必要
であったと考える。
5 成果と課題
成果として， 2点挙げられる。
1点目は，人とたく さんかかわることで，子どもた
ちは，人とのかかわりを楽しむことができた。特に実
践②では，なっこは，「帰り道のき しゅうくんの家見つ
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けたよ ！先生も一緒に見に行こう ！」と自分の通学路
を友だちと案内してくれた。（図5)その中で，自分の
町のきしゅうくんの家の人とかかわり，話をすること
ができた。こうしたところから，人とかかわることの
楽しさや，自分の地域とのつながりが生まれた。
図5 自分の町のきしゅうくんの家の人と交流
2点目は，表現して伝える楽しさや，聞く楽しさを
感じることができに実践のでは，表現して作ったエ
作のペタンクをみんなですることで，表現したものを
みんなで共有する楽しさや，それを聞いたりやってみ
たりする楽しさを感じることができに（図6)ともお
はペタンクの発表の後ペタンクチームに，「休憩時間
にもあそんでいい？」と聞いていた。
図6 表現物をみんなで楽しむ
課題としては，3点挙げられる。
1点目は，課題設定である。「きしゅうくんの家」は，
子どもたちの身の回りにあるものであったため，奥味
をもつことができた。しかし，それに限定することで，
町の安全•安心に繋がるであろうものを限定してしま
った。実際，子どもたちは「きしゅうくんの家」以外
のものからも多くのものを見つけることができた。教
材の幅をもう少し広げておくことで，より子どもたち
が気付きの質を高められたのではないかと考えた。
2点目は，発表をする環境の設定である。子どもた
ちが発表する場が狭すぎたため，見ている人が発表を
囀犀しづらかった。劇や紙芝居など，子どもたちの表
現したいことに即した場や提示の仕方を先生が保障し
ていくべきであった。
3点目は，視点の共有化である。子どもたちが「『あ
ったかみつけ』が伝わる発表になっているか確かめよ
う」というねらいのもと，表現し，おたずねや感想を
言い合った。以下はその時の場面である。
実践②自動ドアチームの発表場面
はるこ「（表現したテープサートを指して）自動ドア
の天井らへんにあるのは，監視カメラです
ヵヽ」
はるみ「監視カメラじゃなくてセンサー！」
あきお「なんで，自動ドアやのにオレンジと青があ
るの」
はるみ「それは，デザイン ！」
先生 「本当はどうなの」
はるみ「透明です」
はるみは，自動ドアチームとして，表現物に自信を
もっていたため，このような反応をしているように感
じる。しかし，おたずねしたはるこやあきおは，町の
人に伝わるかどうかを， realな目で質問しているのに
対し，はるみはその言葉を受け止めきれていない。お
互いがねらいを継続して意識できるように，先生の働
きかけが必要であったと考える。
以上の課題を踏まえ，今後も表現を通して，気付き
の質を高める生活科を目指していくために発表の場
を保障したり，表現を更に工夫しようと思える交流会
の持ち方を考えたりし，研究していきたい。
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